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＜ポイント＞ 
◇運動麻痺※の程度を調べるだけで、最適なロボットリハビリプログラムの提供が可能に。 
◇誰でも簡単にプログラムを提供できるため、ロボットリハビリのさらなる推進に期待。 
 
＜概要＞ 

脳卒中は、発症後一命をとりとめたとしても、運動麻痺などの重い後遺症が残るため、継

続的なリハビリテーションが必要です。近年、正しい動作を繰り返し行えることから、ロボッ

トを用いたリハビリが世界中で推奨されています。しかし、運動麻痺の程度に合わせた適切

なリハビリを提供するためには、リハビリだけでなくロボットを扱うための技術や知識も必

要なため、医療者なら誰でも簡単にプログラムを提供できるシステムが求められています。 
 大阪公立大学大学院リハビリテーション学研究科の竹林 崇教授らの研究グループは、経験

豊富な医療者がリハビリロボット ReoGo-J を用いて、対象者 312 名の運動麻痺の程度に合わ

せて提供したプログラムデータを収集。統計手法による分析から、医療者が運動麻痺の程度

を調べるだけで、最適なリハビリプログラムが自動提案されるシステムを開発しました（図

1）。本システムにより、誰でも簡単に最適なリハビリプログラムが提供できるようになるこ

とで、ロボットリハビリのさらなる推進や、効果的なリハビリの練習量確保、医療者の負担

軽減に繋がることが期待されます。 
本研究成果は、2024 年 10 月 28 日に国際学術誌「Scientific reports」のオンライン速報版

に掲載されました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運動麻痺患者への最適なロボットリハビリプログラムを 

自動で提案するシステムを開発 

竹林 崇教授 

運動麻痺で手が使えなくなってしまった対象者さんへの効果的なリハビ
リを、誰でも提供できるようにするために、本プログラムを開発しまし
た。ReoGo-J は、本研究グループによる大規模な研究で、これまでに二
度、米国心臓／脳卒中学会の機関誌「Stroke 誌」に取り上げられるな
ど、脳卒中後の運動麻痺に対して効果が証明されているロボットです。
多くの脳卒中後の患者さんのより良い生活を支えるために、再現性のあ
る効果的なロボットリハビリが世の中に広がって欲しいです。 

リハビリテーションも DX化！ 

図 1 従来のロボットリハビリの提供スキーム（左）と本研究で開発した DX システムによるスキーム（右） 



＜研究の背景＞ 
脳卒中は発症後、重い後遺症が残り、家族によって何かしらの介護が必要となる病気とい

われています。特に、多くの対象者の片側の手足に運動麻痺が生じるため、それらに対する

リハビリがとても重要です。現在、運動麻痺に対してロボットを使ったリハビリ（ロボット

リハビリ）の効果が世界中で認められ、多くのガイドラインでも推奨されています。しかし、

適切なロボットリハビリを提供するためには、ロボットを扱うための知識や技術が必要です。

また、どの医療者でも最初から簡単に最適なリハビリプログラムを提供できるわけではなく、

リハビリ業界でもデジタルトランスフォーメーション（DX）が求められています。 
 
＜研究の内容＞ 
 本研究では、リハビリのプロフェッショナル達が ReoGo-J（帝人

ファーマ株式会社が開発したロボット）を用いて、312 名の対象者の手

の運動麻痺の程度に合わせて選別したリハビリプログラムのデータを

収集し、項目反応理論という統計手法により分析しました。その結果、

昔から医療者が一般的に使用している脳卒中後に生じる手の運動麻痺

の程度を調べる検査を行うだけで、ロボットが最適なリハビリプログラ

ムを自動で推薦してくれるシステムを世界で初めて開発しました。この

DX システムを使うことで、従来の検査さえ実施できれば、ロボットを

使った経験が全くない医療者でも適切な手の運動麻痺に対するロボッ

トリハビリを提供することができます。 
 
＜期待される効果・今後の展開＞ 
 本研究による画期的な DX システムの普及により、効果的なロボットリハビリを、誰でも、

どの施設でも適切に提供できるようになることで、脳卒中後の手の運動麻痺の機能予後の改

善や、周囲からの介護量の軽減に繋がる可能性があります。ReoGo-J は効果が証明されてい

るにも関わらず、経済的な理由から 2023 年 4 月に取り扱いを終了しています。リハビリ現

場では、医療者や対象者からロボットの販売の再開を求める声が多く上がっているため、本

成果がより多くの企業に届き、開発や取り扱いが再開されることを願っています。 
 
＜資金情報＞ 

本研究の一部は、帝人ファーマ株式会社からの支援を受けて実施しました。 
 
＜用語解説＞ 
※ 運動麻痺…脳から手足に繋がっている神経が損傷し、思った通りに動かせなくなる症状。 
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